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杜仲葉の生理活性成分に関する調査  
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Studies on theIridoid ReIated Constituentsin the Leaves  
ofβ〟COmm～ααJmogdeβ   

Hirohisa YAZAKI，Etsuko FUKUSHIMA、NobuakiKASE  
and Toshiharu TAKEDAl）  

箇所に植樹し，若葉が出る5月から落葉の11月まで，それぞれ各  

樹木より毎月10～20葉を無作為的に採取した。、   

2．試験溶液の調製   

採取業は2つのグループに分け，採取後ただちに，蒸し器によ  

る3分間の加熱処理，並びに天日による自然乾燥という2種の方  

法で処理し，いずれも風乾した後にデシケ一夕ー中で恒量とした。  

ここで得られた葉約50gを精秤し，50％メタノール溶液を加えて  

30分間超音波摘出を行い，0．45／∠mメンブランフィルターでロ過  

したものを高速液体クロマトグラフ（HPLC）用試験溶液とし  

て用いた。   

3．HPLC装置及び測定条件  

装 置：E］本分光LC800，PU880型ポンプ，MULTI－310，  

MD910型検出器，860－CO恒温槽  

カラム：PursilC．8，5JLLm，4．6≠×150mm  

移動相：（a）アセトニトリルー水一酢酸（6＋93＋2）  

（b）アセトニトリル水（14＋86）  

流 速：0．7mg／min  

温 度：400c  

測定波長：200－350nm（定量230nm）  

注入量：10／ノゼ  

Ⅲ 結果及び考察  

すでに杜仲樹皮中に含まれる生理活性成分として報告されてい  

るイリドイド配糖体のGeniposide（GP），Geniposidic acid  

（GA）及びAsperuloside（AP）について，また，l）グナン配  

糖体に類するPinoresinoldiglucoside荘）DG），Syringaresin01  

diglucoside（SDG）及びMedioresinoldiglucoside（MDG）  

について検索を行ったところ，葉部摘出物よりGA，AP などが  

検出された。さらに，これらの成分に関して以下に示すような検  

討結果が得られた。   

1．試料の前処理法による成分変化   

採取葉の前処理にあたり，蒸し器等の加熱処理と天日等の自然  

乾燥を比較したところ，表1に示すようにGAで見ると，前者は  

後者より21．7～40．2％高い値となり，同様にAPでは20．3～76．1  

％も高い値となった。これは，収穫直後に迅速な加熱を加えると，  

葉中に存在する成分分解酵素の働きを停止させる効果がある為と  

いわれるZ）。なお，採取直後の菓を用いて加†熱法の比較試験をし  

たところ，3分間熱湯で茄でた場合はGA2l．Omg／g，AP5．l  

mg／gであったのに対し，3分蒸し器処理した値は，それぞれ  

Ⅰ はじめに  

杜仲（仇comm∠α㍑Jmoides）は植物分類上 一科一属一晩  

雌雄異株の落葉喬木であり，原産は中国南西部，長江の中流域と  

われている。しかし，最近ではこれらの自生は少なく，生薬原  

として，四川，雲南，湖北，広西等の地域で栽培が行われてい  
ぺ  

るり。  

中国では古来より暗褐色の乾燥した樹皮部を不老長寿の秘薬と   

して，人参，甘辛，地黄と同様に，上品に分類，珍重を続けてき   

た。その主な効能効果は，強壮，強精，利尿降圧，鎮痛，抗腫瘍   

作用などが認められ，有効成分としてイリドイド配糖体，リグナ  

ン配糖体，オウコミオール及びグッタペルカ等が知られてい   

るZ1） 。また，杜仲葉については，20年も前に中国で臨床的な有   

効性を見るための試験が行われ，その後日本でも難波らによる研   

究が進められ，利尿，血圧降下及び滋養強壮などの薬理作用が報   

告されている5‾8）。  

本県では，以前よl）南房総の丘陵地帯を中心に，増加の一途を   

たどる休耕田の有効活用を図る目的で，杜仲の栽培を手懸けてき   

た。しかし，杜仲の樹皮は植樹後，収穫までに約15～20年もかか  

り，また一度収穫すると皮の再生に何年も要することから，毎年   

収穫できて加工し易い特性を持つ杜仲葉が注目され，現在も利用  

′－きれている。さらに，健康食品ブームも加わって，かなり以前よ  
り杜仲茶，ドリンク，杜仲そば・うどんなどの品目が製造され，  

さまざまな活用が図られている。  

ところが，樹皮の成分に比べ棄の含有成分に関する詳しい報告   

は多く見られないZ4）・91∩） 。そこで著者らは，過去数年間に渡たり   

葉に含まれる有効成分の検出，効率的抽出法，栽培環境による含   

量差，並びに季節的成分変動などに関する詳細な調査を行った。11）  

Ⅲ 実験方法  

1．供試試料  

試料の杜仲葉は，1992～1993年分については鴨川市東部沿岸丘   

陵地で栽培出荷されているものを，成分の検出及び抽出法の検討  

用として7～8月に採取1994～1996年分については1992年に入  

手した苗木を，当研究所敷地内の栽培環境の異なる南北西位置3  
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表1・杜仲葉の前処理方法（加熱及び自然乾燥）の遠いによる成分量比較  

A  41．9‥  21．1  

B  31．6  10．9  

C  18．9  9．5  

D  ll．7  8．4  

E  5．7  6．9  

28．7  6．6   

22．6  2．6   

14．8  4．6  

7．0  5．4   

3．5  5．5  

3L5  68．7   

28．5  76．1   

21．7  51．6   

40．2  35．7   

38．6  20．3   

＊ 処理法間の成分差違（％）＝〔1－（天日等の自然乾燥喝／g／蒸し器処理昭／g）〕×100  

＊＊  n＝3  

GA32．6mg／g，AP5．9mg／gとなり，蒸し器を使用したほうが  

分解はより少ないことが分かった。   

2．分析条件の検討   

杜仲葉の抽出については，溶媒による加熱還流法などの手法も  

あり，著者らも実際に数種類の有機溶媒で還流を試みたが，グッ  

夕べルカを初め葉中に含まれるゴム・樹脂状成分が多量に溶出す  

るため，その後のクリーンアップ操作が極めて煩雑なものとなる。  

そこで，有効成分のイリドイド配糖体やリグナン配糖体等を中心  

に選択的な抽出が可能で，かつ操作性において迅速簡便な超音波  

抽出法の検討を行った。結果としては，乾燥葉を相末とし，水・  

メタノール溶液に浸して30分以上超音波にかけた後，0．45〃mフィ  

ルターロ過を行う操作により，HPLC分析用の溶液を得る方法  

が優れていた。   

HPLCの条件は，ODSカラムに移動相としてメタノール・リ  

ン酸，又はアセトニトリル・リン酸などの組合せも試みたが，  

GAとAPの溶離性の差が大きいことから，HPLC測定条件の項  

に示したとおり，GAは移動相アセトニトリルー水一酢酸（6＋  

93＋2）で保持時間（RT）4．7分，同様にAPはアセトニトリル  

水（14十86）で5．1分に，図1のような爽雑ピークの少ない良  

なクロマトグラムが得られた。なお，大元らの報告9）によると杜  

仲葉よりGPを定量した旨の記載があり，また下山らは菓より  

SDGが得られたとしているが口），著者らがアセトニトリルー水  

（14＋86）移動相でHPLC分析したところ，GPは皆無であり，S  

DGについてはRTは6．38分，SDGではないかとされる試料溶液  

中の近似ピークは6．03分と明らかな違いが見られ，今回の調査で  

はSDGも棄には含まれていないとの結論を得た。  

Geniposidicacid（GA）   Asperuioside（AP）  

図1．杜仲菜摘出液のHPLC三次元クロマトグラム  

GA用移動相：アセトニトリルー水一酢酸（6＋93＋2）  

AP用移動相：アセトニトリル水（14＋86）  
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3．環境条件による杜仲葉成分の変動  

1）含有成分の経時的変動  

1994、96年の3年間についてはGA，APともに含量は年によ  

りバラツキがみられるが，低い年には年間を通じて低値（図2）  

を示すので．多分に気象条件によるものと推測される。特に94年  

の夏（6～8月）は観測史上最も暑く寡雨の年といわれ，96年は  

逆に相当涼夏で多雨が続いたが，AP成分にとっては後者の条件  

が適するようで，増減変動にその傾向が現れている。また，95年  

のGAに見られるように，他の年に較べかなり低い場合もあり，  

原因が特定しにくい例もあった。   

これらの成分の月別の変動を比較すると，図2に見られるよう  

にGA．APとも5～7月にかけて高く，8月以降は次第に減少  

傾向を示し，GAに関しては10月になるとほぼ消失している。し  

たがって，杜仲葉の収穫時期は9月頃からといわれているが，成  

分変動からみると若干遅い感がある。下山らもGAについて8～  

11月までを調査し，同様な傾向があると報告いっ）している。   

2）立地条件による含有成分の変動  

1992年に入手した長野県産の苗木は，購入条件も一定に揃えた  

上で敷地内の南，西，北位置の3箇所に植樹したものであるが，  

日照時間，土質，肥料等の差異が複雑に影響を及ぼし合うためか．  

3～4年後には木部の径，樹高，葉のサイズと枚数にかなりの差  

が生じた。特に日照条件は良いものの，土質は硬く肥料の吸収が  

十分でない南面の樹木は外形と葉が′トさく，一方，日当たりは良  

くないが比較的土質条件に恵まれた西面と北面の樹木は，樹息  

衝径ともに2倍以上あり，葉のサイズも大きなものになった。   

しかし，成分的には図3に見られるように，GA，AP含量と  

も日照，土質等の環境条件及び樹木の大きさに相関するような順  

著な傾向は表われなかった。従来，GAに関して，産地による差  

があるとする報告は見当たらないが，著者らの結果もそのことを  

裏付けるものとなった。  
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図2・杜仲葉中の年度別GA及びAP含量の月変動（1994～96年）   

＊（S）は南面に，（W）は西面に，（N）は北面に植樹した  
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図3．杜仲葉中の植樹位置別GA及びAP含量の月変動（1994～96年）  

＊（S）は南面に，（W）は西面に，（N）は北面に植樹した  

燥を比較したところ，加熱処理したほうがGAで21．7～40．2％程  

度，またAPでは20．3～76．1％も高い値が得られているが，これ  

は樹皮についてすでに報告されているように，葉中の成分分解酵  

素の働きを停止させるためと思われる。  

GA，AP成分の経時的変動を3年間に渡って毎月調べたところ，  

年次によりバラツキがあるが，低値を示す年は年間を通じて低い  

傾向が見られるので．気象条件が影響を与えている可能性が考え  

られる。また，月別変動の比較では，GA，APとも5～7月が  

高く，8月以降は漸減傾向を示した。   

樹木の立地条件による成分変動を見るため，日照，土質，肥料  

等，環境の異なる3ケ所で苗木を育てたが，3～4年後に樹高，  

樹径などに2倍以上の差が生じたものの，成分量については環境  

及び樹木の大きさに相関する傾向は表れなかった。  

Ⅳ まとめ  

杜仲葉の生理活性成分を調査するため，鴨川市で栽培されている  

葉，及び当所敷地内で土質・日照時間などが異なる3ケ所に植樹し  

た葉を試料として，数年に渡り有効成分を調べ，以下の結果を得た。   

葉の抽出物について，年間を通じてイリドイド及びリグナン配  

糖体などを検索したところ，イリドイド配糖体のGA及びAPが  

ほぼオールシーズンで検出された。   

分析方法を検討した結果，葉を乾燥して50％メタノール溶液中  

で超音波抽出し，メンブランフィルターろ過後，ODSカラム及  

びアセトニトリルー水系の2系統の移動相を用いるHPLC分析  

により，良好なピークが得られることが分かった。   

収穫直後の葉の前処理法で，蒸し器等の加熱と天日等の自然乾  
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